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現在、日本では輸血用血液の85％が50歳以上の患者さんに使われている。今後少子高齢化が進み、献血のできる
若年層人口が減少すると、2027年(10年後)には“年間約89万人分の血液が不足する”と予測されている(日本赤十
字社推計)。また、赤血球の保存期限は3週間(21日間)と短いため、大震災などの大規模災害時には充分量の血液
が確保できない状況に陥る危険性がある。
ヘモグロビンの分子表面に3個のヒト血清アルブミン(血漿蛋白質)を結合させた(ヘモグロビン-アルブミン)クラス
ター(製剤名：“ヘモアクト™”)は、我々が独自に開発した人工酸素運搬体である。動物実験から安全性が確認され、臨
床利用に最も近い赤血球代替物として注目を集めている。
本研究は、ヘモアクト™を長期備蓄可能な凍結乾燥粉末にすることを目的としている。さらに先進医療分野での適応
例として、ヘモアクト™が脳梗塞治療に有効であることを実証する。
人工酸素運搬体の実現は現行医療の最重要課題
“ヘモアクト™”の調製・特徴と溶液の外観
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・ 血液型なし、クロスマッチング不要 ・ ウイルス感染の心配なし ・ 高収率(～100％)、量産可能
・ 特殊な製造装置は必要なし ・ 従来のHb製剤に比べて低コスト ・ 酸素親和性は調節可能、血液適合性も高い
2016年度の主要成果
【論 文】 PLoS One 2016, 11, e149526, Sci. Rep. 2016, 6,
37678, J. Phys. Chem. Lett.. 2017, 8, 819(Spotlightsで紹
介)ほか
【報 道】 Yahoo! JAPANニュース(2016.4.6)、理系マイナビ
「Special Interview」：研究代表者 小松晃之(2016.6.27)、
NHKニュース「おはよう日本」に研究代表者 小松晃之が出演
(2016.7.7)、プレスリリース(2016.11.10)、日刊工業新聞
(2016.11.11)、Yahoo! JAPANニュース(2016.11.11)。
【受賞】 IUPAC第12回新規マテリアル国際会議 NMS-
XII(2016.10.14-19、Changsha、China)で、研究代表者 小松
晃之が Distinguished Award 2016を受賞。同じく準研究員 横
幕恭子(M2)が Poster Prizeを受賞。
 ヘモアクト™の凍結乾燥粉末を調製。安定化剤とし
て二糖類を適量添加し、フリーズドライすることで、
中心ヘモグロビンの酸化を抑止できることを明らかに
した。
 得られた凍結乾燥粉末を注射用水に再溶解し、ヘ
モアクト™の構造や酸素親和性に変化がないことを
確認した。
 脳梗塞治療用動物モデルを構築(北大医工連携)。
ラット(Wistarラット、体重約250g、雄)を用いて、糸
栓子による中大脳動脈閉塞(MCAO)モデルを作成
した。
粉末(本年度成果)
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